
コード番号
(統一番号 ) 検 査 項 目 名 検体量

(mL) 容器 保存 検査方法 基 準 範 囲 所要
日数

実施料
判断料 備　　考

月 齢 VMA(㎍/㎎ Cre) mean±S.D HVA(㎍/㎎ Cre) mean±S.D
1～3

4

5

6

7

8

9

10

11～12

1～12

8.6   ±   4.10

8.9   ±   3.35

9.1   ±   3.20

9.1   ±   3.25

9.0   ±   3.29

8.8   ±   3.43

8.6   ±   3.20

8.8   ±   3.32

8.3   ±   3.44

9.1   ±   3.38

18.1   ±   6.18

18.2   ±   4.79

17.9   ±   4.96

17.5   ±   4.88

17.2   ±   5.16

16.6   ±   5.42

16.7   ±   5.28

16.4   ±   5.40

16.1   ±   5.54

17.4   ±   4.98
出典 : 沼田公介,  他 : 小児科診療　12, 2921, 1990.
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※14　1回に採取した血液等を用いて3項目以上検査を行った場合、項目数により次の点数となります。
　　　　　3〜5項目………410点　6〜7項目………623点　8項目以上………900点

●副腎髄質・交感神経

酸性蓄尿
１

S24 冷蔵 ＬＣ-MS/MS 0.6〜4.1	 ㎎/day
95
生Ⅱ

6N塩酸約20mL（蓄尿1リッ
トル当り）または市販の酸性
蓄尿添加剤を加え冷所に蓄
尿し、よく混和後、尿量測定の
上、所定量をご提出ください。

32075
(4E070)

５—ハイドロキシ	

〔尿〕

インドール酢酸	
〔髄液〕(5−HIAA)								

〔随時尿Cre〕

4

5

●腎・副腎皮質ホルモン

髄　液
１.5

尿
１

S3

S24

Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ

ＬＣ-MS/MS

	 nℊ/mL

0.4〜3.5 ㎍/㎎	Cr

95
生Ⅱ

95
生Ⅱ

5-ハイドロキシインドール
酢酸（5-HIAA）濃度（mℊ/
L）もご報告致します。

専用検体でご提出ください。

32080
(4E070)

32085
(4E070)

5

7
4

5

血　液
0.6

多血小板
血　漿

0.6

T6

T6
↓
S3

ＬＣ-MS/MS

ＬＣ-MS/MS

52.8〜200 nℊ/mL

623以下 nℊ/mL

32155
(4E065)

32175
(4E065)

セ ロ ト ニ ン
（5-HT）

セ ロ ト ニ ン
（5-HT）

4

10
4

10

血　漿
0.7

T6
↓
S3

E Ｉ Ａ
0.2〜2.3
(臥位) 

nℊ/mL/hr
100
生Ⅱ

37600
(4Z010)

レ ニ ン 活 性
(PRA)

3

4

血　清
0.5

T1 笠 原 法 7.7〜29.4 IU/L
136
生Ⅰ

EDTA血漿は検査不可03635
(3B325)

アンギオテンシンⅠ転換酵素
(ACE)

2

3

血　清
0.3

T1 冷蔵 C L I A
(ＡＭ８〜10時)
　4.5〜21.1 ㎍/dL

121※14

生Ⅱ
37770
(4D040)

コ ル チ ゾ ー ル

2

5

蓄　尿
0.5

S24 冷蔵 C L I A 5.5〜66.7 ㎍/day
121※14

生Ⅱ

冷暗所にて蓄尿。
24時間蓄尿量明記ください。
酸性蓄尿も検査可。

32230
(4D045)

3

5

血　漿
0.5

T6
↓
S3

C L E I A 2.21〜39.49	 pℊ/mL
102
生Ⅱ

32236
(4Z020)

レ ニ ン 定 量
(ARC)

3

4

冷蔵

冷蔵

凍結

凍結

凍結

凍結

冷蔵

血　漿
1.5

T6
↓
S3

Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 1.2〜2.2	 nℊ/mL ヘパリン血漿は不可34530
(4E045)

L − ド 　 ー 　 パ
6

19

凍結

血　漿
2

T6
↓
S3

Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 0.5〜6.2	 nℊ/mL
必ず血漿分離の上ご提出
ください。

32165
(4E050)

ド　ー　パ　ミ　ン　 (総 )
7

12

凍結

採血後、4℃、900rpm、20分
遠心分離により多血小板血漿
を採取してください。

早朝15分以上座位にて
安静後、指定の容器に採
血してください。
十分混和し速やかに遠心、
血漿分離してください。

早朝安静状態で採血。
速やかに冷却遠心血漿分離
してください。
溶血は低値の影響があります。
ヘパリン血漿は不可

�[尿中VMA/HVA(クレアチニン補正):正常児参考基準範囲]


